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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるセカンダリＲＡＴ（
ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）シ
ステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステムの管
理装置に登録する方法及び装置を提供する。
【解決手段】前記プライマリＲＡＴシステムは、セルラ
システムであり、前記プライマリＲＡＴシステムの管理
装置は、ｅＮＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌ
ｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）または
新しいエンティティのうちいずれか一つである。前記セ
カンダリＲＡＴシステムは、ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）システム
であり、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティ
は、ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）である。ＡＰ登
録方法は、ＡＰまたは一般装置（例えば、複数のＲＡＴ
をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ
　ｄｅｖｉｃｅ））により開始されることができる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄｅｖｉｃｅ）による
セカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステムの管理装置に登録
する方法において、
　セカンダリＲＡＴシステムのエンティティから前記セカンダリＲＡＴシステムのエンテ
ィティの登録要求を受信し；
　前記登録要求が承認された場合、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティがプラ
イマリＲＡＴシステムの管理装置に登録されたセカンダリＲＡＴシステムのエンティティ
のリストに含まれるかどうかを決定し；
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティが前記リストに含まれないと決定された
場合、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報を含む登録要求メッセ
ージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に送信し；
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録応答
メッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置から受信し；及び、
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録結果
パラメータを前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに送信することを含むことを
特徴とする方法。
【請求項２】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求は、ビーコンフレーム（ｂｅ
ａｃｏｎ　ｆｒａｍｅ）、プローブ応答フレーム（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒ
ａｍｅ）、認証応答フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒ
ａｍｅ）または結合応答フレーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａ
ｍｅ）に含まれるＡＰ登録要求フラグであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求は、新しく定義されたＡＰ（
ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）登録要求フレームであることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報は、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレ
ス、ＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、位置、ＨＥＳＳＩＤ
（ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ＩＤ）、制限
されたユーザのみ使用することができるエンティティであるかどうかまたは前記セカンダ
リＲＡＴシステムのエンティティが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス（
ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓ）、チャネル番号等）のうち少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果は、‘既に登録
（ａｌｒｅａｄｙ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ）’、‘成功（ｓｕｃｃｅｓｓ）’または‘失
敗（ｆａｉｌｕｒｅ）’のうちいずれか一つであることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果が‘失敗’の場
合、前記登録結果パラメータは、前記登録要求結果に対する原因をさらに含むことを特徴
とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記プライマリＲＡＴシステムは、セルラシステムであり、前記プライマリＲＡＴシス
テムの管理装置は、基地局、ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
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ｉｔｙ）または前記セルラシステムの新しいエンティティのうちいずれか一つであること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記セカンダリＲＡＴシステムは、Ｗｉ－Ｆｉシステムであり、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティは、ＡＰであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄｅｖｉｃｅ）による
セカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステムの管理装置に登録
する方法において、
　セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求及び前記セカンダリＲＡＴシステ
ムのエンティティに対する情報がカプセル化（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）された第１
のフレームを前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティから受信し；
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求及び前記セカンダリＲＡＴシ
ステムのエンティティに対する情報を含む登録要求メッセージをプライマリＲＡＴシステ
ムの管理装置に送信し；
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録応答
メッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置から受信し；及び、
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果がカプセル化さ
れた第２のフレームを前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに送信することを含
むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報は、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレ
ス、ＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、位置、ＨＥＳＳＩＤ
（ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ＩＤ）、制限
されたユーザのみ使用することができるエンティティであるかどうかまたは前記セカンダ
リＲＡＴシステムのエンティティが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス（
ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓ）、チャネル番号等）のうち少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のフレームは、前記第１のフレームが前記プライマリＲＡＴシステムの管理装
置に送信されるものであることを指示するフィールドを含むことを特徴とする請求項９に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記登録応答メッセージは、前記登録応答メッセージが前記セカンダリＲＡＴシステム
のエンティティに送信されるものであることを指示することを特徴とする請求項９に記載
の方法。
【請求項１３】
　無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄｅｖｉｃｅ）による
セカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステムの管理装置に登録
する方法において、
　スキャニング（ｓｃａｎｎｉｎｇ）を介してセカンダリＲＡＴシステムのエンティティ
を発見し；
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報を含む登録要求メッセージ
をプライマリＲＡＴシステムの管理装置に送信し；及び、
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録応答
メッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置から受信することを含むことを特
徴とする方法。
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【請求項１４】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報は、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレ
ス、ＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、位置、ＨＥＳＳＩＤ
（ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ＩＤ）、制限
されたユーザのみ使用することができるエンティティであるかどうかまたは前記セカンダ
リＲＡＴシステムのエンティティが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス（
ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓ）、チャネル番号等）のうち少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に登録されたセカンダリＲＡＴシステムのエ
ンティティのリストを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に要求することをさらに
含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるアクセスポイン
ト（ＡＰ；ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）を登録する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、高速データトラフィックが増加するにつれて、これを現実的に及び効果的に支援
することができる５世代移動通信技術に対する議論が進行している。５世代移動通信技術
の要求事項のうち一つとして異種無線通信システム間の連動がある。特に、セルラシステ
ムと無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ；ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ
）システムとの間の連動が論議されている。セルラシステムは、３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ－ｔｅ
ｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（ａｄｖａｎｃｅｄ）、ＩＥＥＥ（
ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　
ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１６（ＷｉＭａｘ、ＷｉＢｒｏ）のうちいずれか一つであ
る。ＷＬＡＮシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）である。特に、ＷＬＡＮ
は、現在非常に多様な端末で一般的に利用される無線通信システムであるため、セルラ－
ＷＬＡＮ連動は、優先順位が高い融合技術のうち一つである。セルラ－ＷＬＡＮ連動によ
るオフローディング（ｏｆｆｌｏａｄｉｎｇ）を介して、セルラシステムのカバレッジと
容量が増加できる。
【０００３】
　ユビキタス環境の到来によって、装置を利用していつでもどこでもシームレスサービス
の提供を受けようとする需要が急速に増加している。いつでもどこでも接近が容易で効率
的な性能を維持することができるように、５世代移動通信システムは、複数のＲＡＴ（ｒ
ａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）を使用することができる。即ち、５世
代移動通信システムは、異種無線通信システム間の連動を介して複数のＲＡＴを融合して
使用することができる。５世代移動通信システムを構成する複数のＲＡＴの各エンティテ
ィは互いに情報を交換することができ、それによって、５世代移動通信システム内のユー
ザに最適の通信システムを提供することができる。５世代移動通信システムを構成する複
数のＲＡＴのうち、特定ＲＡＴはプライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）ＲＡＴシステムとして動
作でき、他の特定ＲＡＴはセカンダリ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）ＲＡＴシステムとして動作
できる。即ち、プライマリＲＡＴシステムは、５世代移動通信システム内のユーザに主に
通信システムを提供する役割をし、セカンダリＲＡＴシステムは、プライマリＲＡＴシス
テムを補助する役割をすることができる。一般的に、カバレッジが比較的広い３ＧＰＰ　
ＬＴＥ（－Ａ）またはＩＥＥＥ８０２．１６などのセルラシステムがプライマリＲＡＴシ
ステムであり、カバレッジが比較的狭いＷｉ－ＦｉシステムがセカンダリＲＡＴシステム
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である。
【０００４】
　複数のＲＡＴで構成される５世代移動通信システムにおいて、プライマリＲＡＴシステ
ムは、自分のカバレッジ内で動作するセカンダリＲＡＴシステムのエンティティを把握す
る必要がある。例えば、プライマリＲＡＴシステムがセルラシステムであり、セカンダリ
ＲＡＴシステムがＷｉ－Ｆｉシステムの場合、基地局（ｅＮＢ；ｅＮｏｄｅＢ）、ＭＭＥ
（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）、または新しいセルラエン
ティティなどのセルラノードは、自分のカバレッジ内でどのＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉ
ｎｔ）が動作しているかを把握する必要がある。したがって、セカンダリＲＡＴシステム
のエンティティを感知した端末は、セルラノードにＡＰ情報を知らせる必要がある。また
、ＡＰ情報に基づいてＡＰを効率的にセルラノードに登録するための方法が要求されるこ
とができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、無線通信システムにおいて、ＡＰを登録する方法及び装置に関する。本発明
は、ＡＰがセルラノードに一般装置とのＷｉ－Ｆｉ無線インターフェースまたは一般装置
のセルラ無線インターフェースを介して自分の情報を送信する方法を提供する。また、本
発明は、一般装置がＷｉ－Ｆｉ無線インターフェースを介して感知したＡＰに対する情報
をセルラノードに送信する方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様において、無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ
　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄｅ
ｖｉｃｅ）によるセカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステム
の管理装置に登録する方法が提供される。前記方法は、セカンダリＲＡＴシステムのエン
ティティから前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求を受信し、前記登
録要求が承認された場合、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティがプライマリＲ
ＡＴシステムの管理装置に登録されたセカンダリＲＡＴシステムのエンティティのリスト
に含まれるかどうかを決定し、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティが前記リス
トに含まれないと決定された場合、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対す
る情報を含む登録要求メッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に送信し、
前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録応答メ
ッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置から受信し、及び前記セカンダリＲ
ＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録結果パラメータを前記セ
カンダリＲＡＴシステムのエンティティに送信することを含む。
【０００７】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求は、ビーコンフレーム（ｂｅ
ａｃｏｎ　ｆｒａｍｅ）、プローブ応答フレーム（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒ
ａｍｅ）、認証応答フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒ
ａｍｅ）または結合応答フレーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａ
ｍｅ）に含まれるＡＰ登録要求フラグである。
【０００８】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求は、新しく定義されたＡＰ（
ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）登録要求フレームである。
【０００９】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報は、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレ
ス、ＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、位置、ＨＥＳＳＩＤ
（ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ＩＤ）、制限
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されたユーザのみ使用することができるエンティティであるかどうかまたは前記セカンダ
リＲＡＴシステムのエンティティが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス（
ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓ）、チャネル番号等）のうち少なくとも一つを含む。
【００１０】
　前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求に対する結果は、‘既に登録
（ａｌｒｅａｄｙ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ）’、‘成功（ｓｕｃｃｅｓｓ）’または‘失
敗（ｆａｉｌｕｒｅ）’のうちいずれか一つである。前記セカンダリＲＡＴシステムのエ
ンティティの登録要求に対する結果が‘失敗’の場合、前記登録結果パラメータは、前記
登録要求結果に対する原因をさらに含む。
【００１１】
　前記プライマリＲＡＴシステムは、セルラシステムであり、前記プライマリＲＡＴシス
テムの管理装置は、基地局、ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）または前記セルラシステムの新しいエンティティのうちいずれか一つである。
【００１２】
　前記セカンダリＲＡＴシステムは、Ｗｉ－Ｆｉシステムであり、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティは、ＡＰである。
【００１３】
　他の態様において、無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄ
ｅｖｉｃｅ）によるセカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステ
ムの管理装置に登録する方法が提供される。前記方法は、セカンダリＲＡＴシステムのエ
ンティティの登録要求及び前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報が
カプセル化（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）された第１のフレームを前記セカンダリＲＡ
Ｔシステムのエンティティから受信し、前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの
登録要求及び前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティに対する情報を含む登録要求
メッセージをプライマリＲＡＴシステムの管理装置に送信し、前記セカンダリＲＡＴシス
テムのエンティティの登録要求に対する結果を含む登録応答メッセージを前記プライマリ
ＲＡＴシステムの管理装置から受信し、及び前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティテ
ィの登録要求に対する結果がカプセル化された第２のフレームを前記セカンダリＲＡＴシ
ステムのエンティティに送信することを含む。
【００１４】
　前記第１のフレームは、前記第１のフレームが前記プライマリＲＡＴシステムの管理装
置に送信されるものであることを指示するフィールドを含む。
【００１５】
　前記登録応答メッセージは、前記登録応答メッセージが前記セカンダリＲＡＴシステム
のエンティティに送信されるものであることを指示する。
【００１６】
　他の態様において、無線通信システムにおける複数のＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）をサポートするマルチＲＡＴ装置（ｍｕｌｔｉ－ＲＡＴ　ｄ
ｅｖｉｃｅ）によるセカンダリＲＡＴシステムのエンティティをプライマリＲＡＴシステ
ムの管理装置に登録する方法が提供される。前記方法は、スキャニング（ｓｃａｎｎｉｎ
ｇ）を介してセカンダリＲＡＴシステムのエンティティを発見し、前記セカンダリＲＡＴ
システムのエンティティに対する情報を含む登録要求メッセージをプライマリＲＡＴシス
テムの管理装置に送信し、及び前記セカンダリＲＡＴシステムのエンティティの登録要求
に対する結果を含む登録応答メッセージを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置から
受信することを含む。
【００１７】
　前記方法は、前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に登録されたセカンダリＲＡＴ
システムのエンティティのリストを前記プライマリＲＡＴシステムの管理装置に要求する
ことをさらに含む。
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【発明の効果】
【００１８】
　セルラシステムとＷｉ－Ｆｉシステムが融合された通信システムにおいて、セルラノー
ドが自分のカバレッジ内で動作するＷｉ－Ｆｉシステムエンティティを効率的に把握する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】セルラシステムを示す。
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥの無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）の構造を示す。
【図３】無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ；ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）システムを示す。
【図４】ＩＥＥＥ８０２．１１のフレーム構造の一例を示す。
【図５】セルラシステムとＷｉ－Ｆｉシステムが融合された通信システムのシナリオの一
例を示す。
【図６】本発明の一実施例に係るＡＰ登録方法が適用されることができるシナリオの一例
である。
【図７】本発明の一実施例に係るＡＰ登録方法を示す。
【図８】本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。
【図９】本発明の一実施例に係るＡＰ登録要求フレーム構造の一例を示す。
【図１０】本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。
【図１１】本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。
【図１２】本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。
【図１３】本発明の実施例が具現される無線通信システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（登録商標）（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａ
ｃｃｅｓｓ）、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉ
ｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）など
のような多様な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡ（登録商標）は、Ｕ
ＴＲＡ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）や
ＣＤＭＡ（登録商標）２０００のような無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）
で具現されることができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（登録商標）（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（ｇｅｎｅｒ
ａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄ
ａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ（登録商標）　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線
技術で具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　
ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２－２０、
Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術で具現されることがで
きる。ＩＥＥＥ８０２．１６ｍは、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅの進化であり、ＩＥＥＥ８０
２．１６ｅに基づくシステムとの後方互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌ
ｉｔｙ）を提供する。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅ
ｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　
ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　
ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　ｔｅｒ
ｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）を使用するＥ－ＵＭＴＳ（ｅｖｏｌｖｅ
ｄ　ＵＭＴＳ）の一部であり、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ
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－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａ（ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥの進化で
ある。
【００２１】
　説明を明確にするために、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（－Ａ）及びＩＥＥＥ８０２．１１を中心
に記述するが、本発明の技術的思想がこれに制限されるものではない。
【００２２】
　図１は、セルラシステムを示す。
【００２３】
　セルラシステム１０は、少なくとも一つの基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）
１１を含む。各基地局１１は、特定の地理的領域（一般的にセルという）１５ａ、１５ｂ
、１５ｃに対して通信サービスを提供する。また、セルは、多数の領域（セクターという
）に分けられる。端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）１２は、固定されてもよ
いし、移動性を有してもよく、ＭＳ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（ｍｏｂｉ
ｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（ｓｕｂｓｃｒ
ｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＤＡ（
ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、無線モデム（ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　ｍｏｄｅｍ）、携帯機器（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ば
れることもある。基地局１１は、一般的に端末１２と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔ
ａｔｉｏｎ）を意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（ｂａｓｅ　ｔ
ｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ
）等、他の用語で呼ばれることもある。
【００２４】
　端末は、通常的に一つのセルに属し、端末が属するセルをサービングセル（ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　ｃｅｌｌ）という。サービングセルに対して通信サービスを提供する基地局をサー
ビング基地局（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＢＳ）という。サービングセルに隣接する他のセルが存
在する。サービングセルに隣接する他のセルを隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）
という。隣接セルに対して通信サービスを提供する基地局を隣接基地局（ｎｅｉｇｈｂｏ
ｒ　ＢＳ）という。サービングセル及び隣接セルは、端末を基準にして相対的に決定され
る。
【００２５】
　この技術は、ダウンリンク（ＤＬ；ｄｏｗｎｌｉｎｋ）またはアップリンク（ＵＬ；ｕ
ｐｌｉｎｋ）に使われることができる。一般的に、ダウンリンクは基地局１１から端末１
２への通信を意味し、アップリンクは端末１２から基地局１１への通信を意味する。ダウ
ンリンクにおいて、送信機は基地局１１の一部分であり、受信機は端末１２の一部分であ
る。アップリンクにおいて、送信機は端末１２の一部分であり、受信機は基地局１１の一
部分である。
【００２６】
　図２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥの無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）の構造を示す。
これは３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ８．２．０（２００８－０３）の４節を参照することが
きる。
【００２７】
　図２を参照すると、無線フレームは、１０個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）で構
成され、一つのサブフレームは、２個のスロット（ｓｌｏｔ）で構成される。無線フレー
ム内のスロットは＃０～＃１９のスロット番号が付けられる。ＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）は、データ送信のための基本スケジューリング
単位である。３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、一つのＴＴＩは、一つのサブフレームの送信に
かかる時間と同じである。一つの無線フレームの長さは１０ｍｓであり、一つのサブフレ
ームの長さは１ｍｓであり、一つのスロットの長さは０．５ｍｓである。
【００２８】
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　一つのスロットは、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で複数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈ
ｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シ
ンボルを含み、周波数領域で複数の副搬送波を含む。ＯＦＤＭシンボルは、３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥがダウンリンクでＯＦＤＭＡを使用するため、一つのシンボル区間（ｓｙｍｂｏｌ　
ｐｅｒｉｏｄ）を表現するためのものであり、マルチアクセス方式によって他の名称で呼
ばれることもある。例えば、アップリンクマルチアクセス方式としてＳＣ－ＦＤＭＡが使
われる場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルという。リソースブロック（ＲＢ；ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ｂｌｏｃｋ）は、リソース割当単位であり、一つのスロットで複数の連続する副搬送
波を含む。前記無線フレームの構造は、一例に過ぎない。したがって、無線フレームに含
まれるサブフレームの個数やサブフレームに含まれるスロットの個数、またはスロットに
含まれるＯＦＤＭシンボルの個数は多様に変更されることができる。
【００２９】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、ノーマル（ｎｏｒｍａｌ）サイクリックプレフィックス（ＣＰ；
ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）で、一つのスロットは７個のＯＦＤＭシンボルを含み、拡
張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰで、一つのスロットは６個のＯＦＤＭシンボルを含むと定義
している。
【００３０】
　図３は、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ；ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）システムを示す。
【００３１】
　ＷＬＡＮシステムは、Ｗｉ－Ｆｉシステムとも呼ばれる。図３を参照すると、ＷＬＡＮ
システムは、一つのＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）２０及び複数のステーション（Ｓ
ＴＡ；ｓｔａｔｉｏｎ）３１、３２、３３、３４、４０を含む。ＡＰ２０は、各ＳＴＡ３
１、３２、３３、３４、４０と各々連結されて通信できる。ＷＬＡＮシステムは、一つま
たはそれ以上の基本サービスセット（ＢＳＳ；ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）を
含む。ＢＳＳは、成功的に同期化を行って互いに通信できるＳＴＡのセットであり、特定
領域を意味する概念ではない。
【００３２】
　インフラストラクチャ（ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）ＢＳＳは、一つまたはそれ以
上の非ＡＰステーション（ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ）、分散サービス（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔ
ｉｏｎ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供するＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）及び多数のＡＰ
を連結させる分散システム（ＤＳ；ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ）を含む。
インフラストラクチャＢＳＳでは、ＡＰがＢＳＳの非ＡＰ　ＳＴＡを管理する。したがっ
て、図３のＷＬＡＮシステムは、インフラストラクチャＢＳＳを含むということができる
。それに対し、独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ；ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ）は、アドホッ
ク（ａｄ－ｈｏｃ）モードに動作するＢＳＳである。ＩＢＳＳは、ＡＰを含まないため、
中央で管理機能を遂行するエンティティ（ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ　ｅｎｔｉｔｙ）がない。即ち、ＩＢＳＳでは、非ＡＰ　ＳＴＡが分散された方式（ｄ
ｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｎｎｅｒ）に管理される。ＩＢＳＳでは、全てのＳＴＡが移
動ＳＴＡからなることができ、分散システムへのアクセスが許容されなくて自己完備的ネ
ットワーク（ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を構築する。
【００３３】
　ＳＴＡは、ＩＥＥＥ８０２．１１標準の規定に従うＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ
　ｃｏｎｔｒｏｌ）と無線媒体に対する物理階層（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）イン
ターフェースを含む任意の機能媒体であり、より広い意味で、ＡＰと非ＡＰステーション
を両方とも含む。
【００３４】
　非ＡＰ　ＳＴＡは、ＡＰでないＳＴＡであり、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
；ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｒａｎｓｍｉｔ／ｒｅｃｅｉｖｅ　ｕｎｉｔ）、ユーザ装備（Ｕ
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Ｅ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、移動局（ＭＳ；ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）
、移動加入者ユニット（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｕｎｉｔ）または単にユ
ーザ（ｕｓｅｒ）などの他の名称で呼ばれることもある。以下、説明の便宜のために、非
ＡＰ　ＳＴＡをＳＴＡという。
【００３５】
　ＡＰは、該当ＡＰに結合された（ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）ＳＴＡのために無線媒体を経
由して分散システムに対するアクセスを提供する機能エンティティである。ＡＰを含むイ
ンフラストラクチャＢＳＳにおいて、ＳＴＡ間の通信はＡＰを経由して行われることが原
則であるが、直接リンク（ｄｉｒｅｃｔ　ｌｉｎｋ）が設定された場合にはＳＴＡ間でも
直接通信が可能である。ＡＰは、集中制御器（ｃｅｎｔｒａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）
、基地局（ＢＳ；ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＮｏｄｅＢ、ＢＴＳ（ｂａｓｅ　ｔｒａ
ｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）、またはサイト制御器などとも呼ばれる。
【００３６】
　複数のインフラストラクチャＢＳＳは、分散システムを介して相互連結されることがで
きる。分散システムを介して連結された複数のＢＳＳを拡張サービスセット（ＥＳＳ；ｅ
ｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）という。ＥＳＳに含まれるＡＰ及び／または
ＳＴＡは、互いに通信することができ、同じＥＳＳで、ＳＴＡは、シームレス通信しなが
ら、一つのＢＳＳから他のＢＳＳに移動できる。
【００３７】
　図４は、ＩＥＥＥ８０２．１１のフレーム構造の一例を示す。
【００３８】
　ＩＥＥＥ８０２．１１のフレームは、順序が固定されたフィールドのセットを含む。図
４を参照すると、ＩＥＥＥ８０２．１１のフレームは、フレーム制御（ｆｒａｍｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）フィールド、持続（ｄｕｒａｔｉｏｎ）／ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）フ
ィールド、アドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）１フィールド、アドレス２フィールド、アドレス
３フィールド、シーケンス制御（ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールド、アド
レス４フィールド、ＱｏＳ（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）制御フィールド、
ＨＴ（ｈｉｇｈ　ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）制御フィールド、フレームボディ（ｆｒａｍｅ
　ｂｏｄｙ）フィールド及びフレームチェックシーケンス（ＦＣＳ；ｆｒａｍｅ　ｃｈｅ
ｃｋ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）フィールドを含む。前記列挙されたフィールドのうち、フレー
ム制御フィールド、持続／ＩＤフィールド、アドレス１フィールド及びＦＣＳフィールド
は、最小限のＩＥＥＥ８０２．１１フレームフォーマットを構成し、全てのＩＥＥＥ８０
２．１１フレーム内に含まれることができる。アドレス２フィールド、アドレス３フィー
ルド、シーケンス制御フィールド、アドレス４フィールド、ＱｏＳ制御フィールド、ＨＴ
制御フィールド及びフレームボディフィールドは、特定フレームタイプにのみ含まれるこ
とができる。
【００３９】
　フレーム制御フィールドは、多様なサブフィールド（ｓｕｂｆｉｅｌｄ）を含むことが
できる。持続／ＩＤフィールドの長さは１６ビットである。アドレスフィールドは、基本
サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ；ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ　ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）、ソースアドレス（ＳＡ；ｓｏｕｒｃｅ　ａｄｄｒｅｓｓ）、宛先アドレス
（ＤＡ；ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　ａｄｄｒｅｓｓ）、送信ＳＴＡアドレス（ＴＡ；ｔｒ
ａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　ＳＴＡ　ａｄｄｒｅｓｓ）及び受信ＳＴＡアドレス（ＲＡ；ｒｅ
ｃｅｉｖｉｎｇ　ＳＴＡ　ａｄｄｒｅｓｓ）を含むことができる。アドレスフィールドは
、互いに異なるフィールドがフレームタイプによって他の目的として使われることができ
る。シーケンス制御フィールドは、フラグメントを再組立てする時と重複フレームを捨て
る時に使われることができる。シーケンス制御フィールドは、１６ビットであって、シー
ケンス番号（ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ）及びフラグメント番号（ｆｒａｇｍｅｎ
ｔ　ｎｕｍｂｅｒ）の２個のサブフィールドを含むことができる。ＦＣＳフィールドは、
ステーションが受信されたフレームの欠陥を検査するために使われることができる。ＦＣ
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Ｓフィールドは、３２ビットのＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃ
ｋ）を含む３２ビットのフィールドである。ＦＣＳは、ＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダの全てのフィールド及びフレームボディフィールドにわたっ
て計算されることができる。
【００４０】
　フレームボディフィールドは、個別フレームタイプとサブタイプに特定された情報を含
むことができる。即ち、フレームボディフィールドは、ステーションからステーションへ
上位水準のデータを伝送する。フレームボディフィールドは、データフィールドとも呼ば
れる。フレームボディフィールドの長さは多様に変化されることができる。フレームボデ
ィフィールドの最小長さは、０オクテット（ｏｃｔｅｔ）である。フレームボディフィー
ルドの最大長さは、ＭＳＤＵ（ＭＡＣ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）の最大長
さ、メッシュ制御（ｍｅｓｈ　ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールドの長さ及び暗号化のためのオ
ーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）の総和またはＡ－ＭＳＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　
ＭＳＤＵ）の最大長さ及び暗号化のためのオーバーヘッドの総和により決定されることが
できる。データフレームは、フレームボディフィールドの上位水準プロトコルデータを含
む。データフレームは、フレーム制御フィールド、持続／ＩＤフィールド、アドレス１フ
ィールド、アドレス２フィールド、アドレス３フィールド、シーケンス制御フィールド、
フレームボディフィールド及びＦＣＳフィールドを常に含むことができる。アドレス４フ
ィールドの存在可否は、フレーム制御フィールド内のＴｏ　ＤＳサブフィールドとＦｒｏ
ｍ　ＤＳサブフィールドの設定により決定されることができる。他のデータフレームタイ
プは、機能によって分類されることができる。
【００４１】
　管理フレーム（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ）は、フレーム制御フィールド、持
続／ＩＤフィールド、アドレス１フィールド、アドレス２フィールド、アドレス３フィー
ルド、シーケンス制御フィールド、フレームボディフィールド及びＦＣＳフィールドを常
に含むことができる。フレームボディフィールドに含まれているデータは、一般的に固定
フィールドという固定長さフィールドと情報要素という可変長さフィールドを使用する。
情報要素は、可変長さのデータ単位である。
【００４２】
　管理フレームは、サブタイプにより多様な用途として使われることができる。即ち、互
いに異なるサブタイプのフレームボディフィールドは、互いに異なる情報を含む。ビーコ
ン（ｂｅａｃｏｎ）フレームは、ネットワークの存在を知らせ、ネットワークメンテナン
スの重要な役割を担当する。ビーコンフレームは、モバイルステーションをネットワーク
に参加するようにするためにパラメータを対応させる。また、ビーコンフレームは、モバ
イルステーションがネットワークを検索して認識することができるように周期的に送信さ
れる。プローブ要求（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）フレームは、モバイルステーション
が存在するＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークを検索（ｓｃａｎ）するために使われる。
プローブ応答（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）フレームは、プローブ要求フレームに対
する応答である。認証要求（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ）フレーム
は、モバイルステーションがアクセスポイントに認証要求をするために使われる。認証応
答（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）フレームは、認証要求フレーム
に対する応答である。認証解除（ｄｅ－ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）フレームは、認
証関係を終了させるために使われる。結合要求（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓ
ｔ）フレームは、互換ネットワークを認識し、認証を受けたモバイルステーションがネッ
トワークに参加するために送信される。結合応答（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅ）フレームは、結合要求フレームに対する応答である。結合解除（ｄｅ－ａｓｓｏ
ｃｉａｔｉｏｎ）フレームは、結合関係を終了するために使われる。
【００４３】
　ＩＥＥＥ８０２．１１における認証及び結合手順によって三つの状態（ｓｔａｔｅ）が
存在する。表１は、ＩＥＥＥ８０２．１１の三つの状態を示す。
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【００４４】
【表１】

【００４５】
　データフレームを送信するために、装置は、ネットワークと認証及び結合手順を実行し
なければならない。表１の状態１から状態２に移行する過程を認証手順という。認証手順
は、ある装置が他の装置の情報を取得し、前記他の装置と認証することによって実行され
ることができる。他の装置の情報を取得するにあたって、ビーコンフレームを受信して他
のノードの情報を取得する受動スキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）方式
と、プローブ要求メッセージを送信してその応答として受信されたプローブ応答メッセー
ジを介して他の装置の情報を取得する能動スキャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎ
ｇ）方式の二つの方式が存在する。認証手順は、二つの装置が認証要求フレームと認証応
答フレームを交換することによって完了することができる。
【００４６】
　表１の状態２から状態３に移行する過程を結合手順という。結合手順は、認証手順を完
了した二つの装置が結合要求フレームと結合応答フレームを交換することによって完了す
ることができる。結合手順によって結合ＩＤ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ＩＤ）が割り当
てられることができる。
【００４７】
　図５は、セルラシステムとＷｉ－Ｆｉシステムが融合された通信システムのシナリオの
一例を示す。
【００４８】
　図５において、セルラシステムは、融合通信システムのプライマリＲＡＴシステムとし
て動作し、Ｗｉ－Ｆｉシステムは、融合通信システムのセカンダリＲＡＴシステムとして
動作すると仮定する。また、図５のセルラシステムは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（－Ａ）である
。以下の説明では、便宜上、融合通信システムのプライマリＲＡＴシステムは、３ＧＰＰ
　ＬＴＥ（－Ａ）、通信システムのセカンダリＲＡＴシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１
、即ち、Ｗｉ－Ｆｉシステムであると仮定する。しかし、以下で説明する本発明の実施例
は、これに制限されるものではない。
【００４９】
　図５を参照すると、セルラ基地局５０のカバレッジ内に複数の一般装置６１、６２、６
３、６４、６５が存在する。各一般装置６１、６２、６３、６４、６５は、セルラシステ
ムの端末である。セルラ基地局５０は、セルラ無線インターフェースを介して各一般装置
６１、６２、６３、６４、６５と通信することができる。例えば、セルラ基地局５０は、
各一般装置６１、６２、６３、６４、６５と音声電話通信を実行し、または各一般装置６
１、６２、６３、６４、６５のＷｉ－Ｆｉシステムに対するアクセスを制御することがで
きる。
【００５０】
　セルラ基地局５０は、セルラシステムインターフェースを介してＳ－ＧＷ（ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　ｇａｔｅｗａｙ）／ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉ
ｔｙ）７０と接続される。ＭＭＥは、端末のアクセス情報や端末の能力に対する情報を有
しており、このような情報は、端末の移動性管理に主に使われることができる。ＭＭＥは
、制御平面の機能を担当する。Ｓ－ＧＷは、Ｅ－ＵＴＲＡＮを終端点として有するゲート
ウェイである。Ｓ－ＧＷは、ユーザ平面の機能を担当する。また、Ｓ－ＧＷ／ＭＭＥ７０
は、セルラシステムインターフェースを介してＰ－ＧＷ（ＰＤＮ（ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔ
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ａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）　ｇａｔｅｗａｙ）７１及びホーム加入者サーバ（ＨＳＳ；ｈｏｍ
ｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ）７２と接続される。ＰＤＮ－ＧＷは、ＰＤＮ
を終端点として有するゲートウェイである。
【００５１】
　また、Ｐ－ＧＷ７１及びＨＳＳ７２は、セルラシステムインターフェースを介して３Ｇ
ＰＰ　ＡＡＡ（ａｃｃｅｓｓ　ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉ
ｏｎ）サーバ７３と接続される。Ｐ－ＧＷ７１及び３ＧＰＰ　ＡＡＡサーバ７３は、セル
ラシステムインターフェースを介してｅ－ＰＤＧ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｄａ
ｔａ　ｇａｔｅｗａｙ）７４と接続されることができる。ｅ－ＰＤＧ７４は、信頼されな
い非３ＧＰＰアクセスでのみ含まれることができる。ｅ－ＰＤＧ７４は、ＷＡＧ（ＷＬＡ
Ｎ　ａｃｃｅｓｓ　ｇａｔｅｗａｙ）７５と接続されることができる。ＷＡＧ７５は、Ｗ
ｉ－ＦｉシステムでＰ－ＧＷの役割を担当することができる。
【００５２】
　一方、セルラ基地局５０のカバレッジ内に複数のＡＰ８１、８２、８３が存在する。各
ＡＰ８１、８２、８３は、各々、セルラ基地局５０のカバレッジより小さいカバレッジを
有することができる。各ＡＰ８１、８２、８３は、Ｗｉ－Ｆｉ無線インターフェースを介
して自分のカバレッジ内にある一般装置６１、６２、６３と通信できる。即ち、一般装置
６１、６２、６３は、セルラ基地局５０及び／またはＡＰ８１、８２、８３と通信できる
。一般装置６１、６２、６３の通信方法は、下記の通りである。
【００５３】
　１）セルラ／Ｗｉ－Ｆｉ同時無線送信：一般装置６１は、セルラ無線インターフェース
を介してセルラ基地局５０と通信する同時に、Ｗｉ－Ｆｉ無線インターフェースを介して
ＡＰ８１と高速データ通信を実行することができる。
【００５４】
　２）セルラ／Ｗｉ－Ｆｉユーザ平面自動転換：一般装置６２は、ユーザ平面自動転換に
よりセルラ基地局５０またはＡＰ８２のうちいずれか一つと通信できる。このとき、制御
平面は、セルラシステムとＷｉ－Ｆｉシステムの両方ともに存在し、またはセルラシステ
ムにのみ存在する。
【００５５】
　３）端末協力送信：ソース装置として動作する一般装置６４は、セルラ無線インターフ
ェースを介してセルラ基地局５０と直接的に通信し、または協力装置として動作する一般
装置６５を介してセルラ基地局５０と間接的に通信できる。即ち、協力装置６５は、ソー
ス装置６４が自分を介して間接的にセルラ基地局５０と通信できるようにソース装置６４
を支援することができる。ソース装置６４と協力装置６５は、Ｗｉ－Ｆｉ無線インターフ
ェースを介して通信する。
【００５６】
　４）Ｗｉ－Ｆｉベースのセルラリンク制御メカニズム：ＡＰ８３は、セルラ一般装置６
３に対してネットワークのページングまたは位置登録などのセルラリンク制御メカニズム
を実行することができる。一般装置６３は、セルラ基地局５０と直接連結されず、ＡＰ８
３を介して間接的にセルラ基地局５０と通信できる。
【００５７】
　各ＡＰ８１、８２、８３は、Ｗｉ－Ｆｉシステムインターフェースを介してＷＡＧ７５
と接続される。
【００５８】
　本発明の一実施例に係るＡＰ登録手順を介してセルラノードがＡＰの情報を取得する方
法を説明する。本発明の一実施例に係るＡＰ登録手順は、大いに、ＡＰにより開始される
ＡＰ登録手順（ＡＰ　ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　ＡＰ　ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）と、端末
及びマルチＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）装置などの一般
装置により開始されるＡＰ登録手順（ｄｅｖｉｃｅ　ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　ＡＰ　ｒｅｇ
ｉｓｔｒａｔｉｏｎ）とに区分されることができる。以下、セルラノードは、基地局、Ｍ
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ＭＥまたはセルラシステムの新しいエンティティである。また、以下、一般装置は、端末
またはマルチＲＡＴ装置と混用されて使われることができる。
【００５９】
　図６は、本発明の一実施例に係るＡＰ登録方法が適用されることができるシナリオの一
例である。図６を参照すると、一般装置は、基地局とはセルラ無線インターフェースを介
して通信し、ＡＰとはＷｉ－Ｆｉ無線インターフェースを介して通信する。基地局は、Ｍ
ＭＥまたは新しいＡＰ管理エンティティと接続される。ＡＰは、ＷＡＧと接続される。
【００６０】
　まず、本発明の実施例に係るＡＰにより開始されるＡＰ登録手順に対して説明する。
【００６１】
　図７は、本発明の一実施例に係るＡＰ登録方法を示す。図７の実施例は、ＡＰが既存の
Ｗｉ－Ｆｉシステムのフレームをそのまま利用して自分の登録を要求するＡＰ登録方法を
示す。
【００６２】
　ステップＳ１００において、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰにプローブ要求フレームを送信
する。ステップＳ１０１において、ＡＰは、プローブ要求フレームに対する応答としてＡ
Ｐ登録要求フラグを含むプローブ応答フレームをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録
要求フラグは、セルラノードへのＡＰ登録要求を指示する。ＡＰ登録要求を指示する時、
ＡＰ登録要求フラグの値は１である。ＡＰ登録要求フラグは、例示に過ぎず、他のパラメ
ータがＡＰ登録要求を指示するためにプローブ応答フレームに含まれることができる。ま
た、プローブ応答フレームは、ＡＰ登録要求失敗による再送信手順実行要求可否をさらに
含むことができる。
【００６３】
　また、図７の実施例において、ＡＰがプローブ応答フレームを利用して自分の登録を要
求することを例示しているが、本発明はこれに制限されるものではない。ＡＰは、プロー
ブフレーム外にビーコンフレーム、認証フレームまたは結合フレームを介してＡＰ登録要
求フラグを送信することができる。プローブフレーム及びビーコンフレームを介してＡＰ
登録要求フラグを送信することは、信頼性のない方式（ｕｎ－ｔｒｕｓｔｅｄ　ｍｅｔｈ
ｏｄ）に該当できる。その理由は、認証されない不特定装置にＡＰ登録を要求するためで
ある。認証フレームまたは結合フレームを介してＡＰ登録要求フラグを送信することは、
信頼性のある方式（ｔｒｕｓｔｅｄ　ｍｅｔｈｏｄ）に該当できる。その理由は、認証さ
れた特定装置にＡＰ登録を要求するためである。ただし、プローブフレームもユニキャス
ト方式に送信されて認証後に送信される場合、信頼性のある方式に該当できる。
【００６４】
　ステップＳ１１０において、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰから受信したＡＰ登録要求を承
認する。マルチＲＡＴ装置の状態がアイドルモード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）であり、且つ
ＡＰの登録要求を承認した場合、マルチＲＡＴ装置は、活性モード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏ
ｄｅ）に切り替えることができる。
【００６５】
　もし、マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない場合、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ
登録結果パラメータまたは新しく定義されたＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信すること
ができる。このとき、ＡＰ登録結果パラメータまたはＡＰ登録応答フレームは、ＡＰ登録
要求に対する結果（‘失敗（ｆａｉｌｕｒｅ）’）及び失敗の原因を含むことができる。
マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない原因として、マルチＲＡＴ装置がＡＰの要
求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’）、またはマルチＲＡＴ
装置とセルラシステムの状態がＡＰの登録要求を承認するのに適した状態でなくてＡＰの
要求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’）などがある。
【００６６】
　マルチＲＡＴ装置がＡＰの登録要求を承認した場合、ステップＳ１２０において、マル
チＲＡＴ装置は、該当ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれるかどうかを判断する。
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即ち、マルチＲＡＴ装置がセルラノードから受けた最新の有効なＡＰリストを有している
場合、マルチＲＡＴ装置は、登録を要求したＡＰがＡＰリスト内に含まれるかどうかを確
認する。それによって、マルチＲＡＴ装置は、セルラノードが登録を要求したＡＰを既に
管理しているかどうかを把握することができる。マルチＲＡＴ装置がＡＰリストを有して
いない、または有しているとしても有効でない場合、マルチＲＡＴ装置は、セルラノード
に最新の有効なＡＰリストを要求することができる。
【００６７】
　登録を要求したＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれる場合、マルチＲＡＴ装置は
、ＡＰ登録結果パラメータまたは新しく定義されたＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信す
ることができる。このとき、ＡＰ登録結果パラメータまたはＡＰ登録応答フレームは、Ａ
Ｐ登録要求に対する結果（‘既に登録（ａｌｒｅａｄｙ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ）’）を
含むことができる。
【００６８】
　ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれない場合、ステップＳ１３０において、マル
チＲＡＴ装置は、セルラノードにＡＰ登録要求メッセージを送信する。ＡＰ登録要求メッ
セージは、Ｗｉ－Ｆｉスキャニング手順を介して取得したＡＰのＭＡＣアドレス、ＡＰの
ＳＳＩＤ、制限されたユーザのみ使用することができるＡＰであるかどうか（ＣＳＧ（ｃ
ｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）／暗号またはＯＳＧ（ｏｐｅｎ　ｓｕ
ｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ））、ＡＰの位置、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ（ｈｏｍｏｇｅｎ
ｅｏｕｓ　ＥＳＳ　ＩＤ）及びＡＰが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス
（ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓ）、チャネル番号等）などのＡＰ情報を含むことがで
きる。セルラノードが基地局の場合、ＡＰ登録要求メッセージは、ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージである。セルラノードがＭＭＥの場合、
ＡＰ登録要求メッセージは、ＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）メッセー
ジである。
【００６９】
　ＡＰ登録要求メッセージをマルチＲＡＴ装置から受信したセルラノードは、ＡＰ登録要
求メッセージ内に含まれているＡＰ情報を格納する。セルラノードは、前記ＡＰ登録要求
メッセージの送信経路によって、該当ＡＰがどのカバレッジ内に属するかを暗示的に知る
ことができる。例えば、セルラノードがＭＭＥの場合、前記ＡＰ登録要求メッセージは、
マルチＲＡＴ装置から前記マルチＲＡＴ装置のサービングセルを提供する基地局に送信さ
れ、ＭＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信することができる。Ｍ
ＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信したため、該当ＡＰが前記基
地局のカバレッジ内にあると判断することができる。
【００７０】
　ステップＳ１３１において、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答と
してＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録応答メッセージは
、ＡＰの登録要求に対する結果を含む。例えば、結果値が０×００の場合には‘既に登録
’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功（ｓｕｃｃｅｓｓ）’を指示し、結果値
が０×０２の場合には‘失敗’を指示する。
【００７１】
　また、ＡＰ登録応答メッセージは、登録されたＡＰリストを含むことができる。例えば
、登録を要求したＡＰが既に登録されている状態の場合、セルラノードは、マルチＲＡＴ
装置が最新の有効なＡＰリストを有していないと判断することができる。したがって、Ａ
Ｐリストを含むＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信することによって、マ
ルチＲＡＴ装置がＡＰリストをアップデートするようにすることができる。または、セル
ラノードは、登録されたＡＰリストをブロードキャストまたはユニキャスト方式に複数の
マルチＲＡＴ装置に送信することができる。
【００７２】
　マルチＲＡＴ装置は、ステップＳ１３０で送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受
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信確認またはステップＳ１３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定
時間内に受信した場合、ステップＳ１４０において、結合応答フレームをＡＰに送信する
。結合応答フレームは、ＡＰ登録結果パラメータを含むことができる。ＡＰ登録結果パラ
メータは、ＡＰ登録要求に対する応答を指示する。即ち、ＡＰ登録結果パラメータは、Ａ
Ｐの登録要求に対する結果及び結果に対する原因を含む。例えば、ＡＰ登録要求に対する
結果値が０×００の場合には‘既に登録’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功
’を指示し、結果値が０×０２の場合には‘失敗’を指示する。図７の実施例では、ＡＰ
登録要求に対する結果が‘成功’を指示する。一方、結合フレームの代わりに既存のプロ
ーブフレームまたは認証フレームがＡＰ登録結果パラメータを送信するために使われるこ
ともできる。
【００７３】
　ＡＰ登録要求結果に対する原因は、主に結果が‘失敗’の場合、それに対する原因を含
むことができる。即ち、結果が‘既に登録’または‘成功’の場合には、ＡＰ登録要求結
果に対する原因は省略され、または無意味な値に設定されることができる。ＡＰ登録要求
結果に対する原因の例示は、下記の通りである。
【００７４】
　－Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ：マルチＲＡＴ装置がＡＰの登録要求を実行することができ
ないことを指示する。
【００７５】
　－Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ：マルチＲＡＴ装置とセルラシステムの状態がＡＰの登録
要求を承認するのに適した状態でなくてＡＰの要求を実行することができないことを指示
する。
【００７６】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ：ステップ
Ｓ１３０でマルチＲＡＴ装置が送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認または
ステップＳ１３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセル
ラノードから受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、これに対する再送信手順を実行する
ことを指示する。
【００７７】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ：ス
テップＳ１３０でマルチＲＡＴ装置が送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認
またはステップＳ１３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内
にセルラノードから受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、これに対する再送信手順を実
行しないことを指示する。
【００７８】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ：ＡＰ登録要求に対するセルラノードからの応答結果
が‘失敗’の場合を指示する。
【００７９】
マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認またはセルラノードが送
信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから受信しない場合、ＡＰ登
録結果パラメータをＡＰに送信し、再送信手順を実行することができる。このとき、ＡＰ
登録結果パラメータは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び結果に対する原因（
‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’）を含むこ
とができる。再送信手順を最大再送信回数まで試みたにもかかわらず、ＡＰ登録要求メッ
セージに対する受信確認またはＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから
受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録結果パラメータをＡＰに送信することが
できる。このとき、ＡＰ登録結果パラメータは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）
及び結果に対する原因（‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐ
ｒｏｃｅｄｕｒｅ’）を含むことができる。
【００８０】
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　マルチＲＡＴ装置から結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録結果パラメー
タを受信したＡＰは、自分の要求が成功的に完了したと判断することができる。マルチＲ
ＡＴ装置から結果が‘失敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’、
‘Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’または‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒ
ｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録結果パラメータを受信したＡＰは、他の
マルチＲＡＴ装置にＡＰ登録を再び要求することができる。マルチＲＡＴ装置から結果が
‘失敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒ
ｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録結果パラメータを受信したＡＰは、該当マルチ
ＲＡＴ装置からの追加的な応答を待つことができる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失敗
’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ’であるＡＰ登録結果パ
ラメータを受信したＡＰは、それ以上ＡＰ登録を要求しない。
【００８１】
　または、マルチＲＡＴ装置は、結合応答フレームをＡＰに送信する代わりに、新しく定
義されたＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信することができる。ステップＳ１５０におい
て、マルチＲＡＴ装置は、該当ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれるかどうかを判
断する。これはステップＳ１２０と同様である。ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含ま
れない場合、ステップＳ１６０において、マルチＲＡＴ装置は、セルラノードにＡＰ登録
要求メッセージを送信する。これはステップＳ１３０と同様である。ステップＳ１３１に
おいて、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答としてＡＰ登録応答メッ
セージをマルチＲＡＴ装置に送信する。これはステップＳ１３１と同様である。
【００８２】
　マルチＲＡＴ装置は、ステップＳ１６０で送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受
信確認またはステップＳ１６１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定
時間内に受信した場合、ステップＳ１７０において、ＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信
する。ＡＰ登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する応答を指示する。即ち、ＡＰ登録
応答フレームは、ＡＰの登録要求に対する結果及び結果に対する原因を含む。例えば、Ａ
Ｐ登録要求に対する結果値が０×００の場合には‘既に登録’を指示し、結果値が０×０
１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合には‘失敗’を指示する。図７
の実施例では、ＡＰ登録要求に対する結果が‘成功’を指示する。
【００８３】
　ＡＰ登録要求結果に対する原因は、主に結果が‘失敗’の場合、それに対する原因を含
むことができる。即ち、結果が‘既に登録’または‘成功’の場合には、ＡＰ登録要求結
果に対する原因は省略され、または無意味な値に設定されることができる。ＡＰ登録要求
結果に対する原因の例示は、下記の通りである。
【００８４】
　－Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ：マルチＲＡＴ装置がＡＰの登録要求を実行することができ
ないことを指示する。
【００８５】
　－Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ：マルチＲＡＴ装置とセルラシステムの状態がＡＰの登録
要求を承認するのに適した状態でなくてＡＰの要求を実行することができないことを指示
する。
【００８６】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ：ステップ
Ｓ１３０でマルチＲＡＴ装置が送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認または
ステップＳ１３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセル
ラノードから受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、これに対する再送信手順を実行する
ことを指示する。
【００８７】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ：ス
テップＳ１３０でマルチＲＡＴ装置が送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認
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またはステップＳ１３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内
にセルラノードから受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、これに対する再送信手順を実
行しないことを指示する。
【００８８】
　－Ｎｏｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ：ＡＰ登録要求に対するセルラノードからの応答結果
が‘失敗’の場合を指示する。
【００８９】
マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認またはセルラノードが送
信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから受信しない場合、ＡＰ登
録応答フレームをＡＰに送信し、再送信手順を実行することができる。このとき、ＡＰ登
録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び結果に対する原因（‘Ｎ
ｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’）を含むことが
できる。再送信手順を最大再送信回数まで試みたにもかかわらず、ＡＰ登録要求メッセー
ジに対する受信確認またはＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから受信
しない場合、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信することができる
。このとき、ＡＰ登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び結果
に対する原因（‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅ
ｄｕｒｅ’）を含むことができる。
【００９０】
　マルチＲＡＴ装置から結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録応答フレーム
を受信したＡＰは、自分の要求が成功的に完了したと判断することができる。マルチＲＡ
Ｔ装置から結果が‘失敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’、‘
Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’または‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅ
ｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録応答フレームを受信したＡＰは、他のマル
チＲＡＴ装置にＡＰ登録を再び要求することができる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失
敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　
ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録応答フレームを受信したＡＰは、該当マルチＲＡＴ
装置からの追加的な応答を待つことができる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失敗’であ
り、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ’であるＡＰ登録応答フレーム
を受信したＡＰは、それ以上ＡＰ登録を要求しない。
【００９１】
　図８は、本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。図８の実施例は、ＡＰが新し
いＷｉ－Ｆｉシステムのフレームを定義して自分の登録を要求するＡＰ登録方法を示す。
ＡＰの登録のためのＷｉ－Ｆｉシステムの新しいフレームとしてＡＰ登録要求／応答フレ
ームが定義されることができる。
【００９２】
　ステップＳ２００において、ＡＰは、ＡＰ登録要求フレームをマルチＲＡＴ装置に送信
し、これを受信したマルチＲＡＴ装置にセルラノードへのＡＰ登録を要求する。ＡＰ登録
要求フレームは、セルラノードにＡＰの登録を要求するために新しく定義されたフレーム
である。ＡＰ登録要求フレームは、例示に過ぎず、ＡＰの登録を要求する他のフレームが
定義されることもできる。
【００９３】
　図９は、本発明の一実施例に係るＡＰ登録要求フレーム構造の一例を示す。
【００９４】
　図９を参照すると、ＡＰ登録要求フレームは、ＩＥＥＥ８０２．１１の既存の管理フレ
ームの形態をそのまま使用することができる。即ち、ＡＰ登録要求フレームは、ＩＥＥＥ
８０２．１１の管理フレームと同様に、フレーム制御フィールド、持続／ＩＤフィールド
、アドレス１フィールド、アドレス２フィールド、アドレス３フィールド、シーケンス制
御フィールド、ＨＴ制御フィールド、フレームボディフィールド及びＦＣＳフィールドを
含むことができる。



(19) JP 2016-506212 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

【００９５】
　また、フレーム制御フィールドは、プロトコルバージョン（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｖｅｒ
ｓｉｏｎ）サブフィールド、タイプ（ｔｙｐｅ）サブフィールド、サブタイプ（ｓｕｂｔ
ｙｐｅ）サブフィールド、ｔｏ　ＤＳサブフィールド、ｆｒｏｍ　ＤＳサブフィールド、
より多くのフラグメント（ｍｏｒｅ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ）サブフィールド、リトライ（
ｒｅｔｒｙ）サブフィールド、パワー管理（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）サブフ
ィールド、より多くのデータ（ｍｏｒｅ　ｄａｔａ）サブフィールド、保護されたフレー
ム（ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　ｆｒａｍｅ）サブフィールド及び順序（ｏｒｄｅｒ）サブフィ
ールドを含むことができる。表２は、フレーム制御フィールド内のタイプサブフィールド
及びサブタイプサブフィールドを示す。
【００９６】
【表２】

【００９７】
　該当フレームがＡＰ登録要求フレームまたはＡＰ登録応答フレームであることを示すた
めに、タイプサブフィールド及びサブタイプサブフィールドの留保された（ｒｅｓｅｒｖ
ｅｄ）値を使用することができる。例えば、タイプサブフィールドの留保された値である
０ｂ１１がｉｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ｗｏｒｋｉｎｇ管理を指示することができる。また、サ
ブタイプサブフィールドの留保された値である０ｂ００１０がＡＰ登録要求フレームを指
示し、同様に留保された値である０ｂ００１１がＡＰ登録応答フレームを指示することが
できる。
【００９８】
　また、ＡＰ登録要求フレームは、ＡＰ登録要求失敗による再送信手順実行要求可否をさ
らに含むことができる。
【００９９】
　また、図８を参照すると、ステップＳ２１０において、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰから
受信したＡＰ登録要求を承認する。マルチＲＡＴ装置の状態がアイドルモードであり、且
つＡＰの登録要求を承認した場合、マルチＲＡＴ装置は、活性モードに切り替えることが
できる。
【０１００】
　もし、マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない場合、マルチＲＡＴ装置は、新し
く定義されたＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信することができる。このとき、ＡＰ登録
応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び失敗の原因を含むことがで
きる。マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない原因として、マルチＲＡＴ装置がＡ
Ｐの要求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’）、またはマルチ
ＲＡＴ装置とセルラシステムの状態がＡＰの登録要求を承認するのに適した状態でなくて
ＡＰの要求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’）などがある
。
【０１０１】
　マルチＲＡＴ装置がＡＰの登録要求を承認した場合、ステップＳ２２０において、マル
チＲＡＴ装置は、該当ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれるかどうかを判断する。
即ち、マルチＲＡＴ装置がセルラノードから受けた最新の有効なＡＰリストを有している
場合、マルチＲＡＴ装置は、登録を要求したＡＰがＡＰリスト内に含まれるかどうかを確
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認する。それによって、マルチＲＡＴ装置は、セルラノードが登録を要求したＡＰを既に
管理しているかどうかを把握することができる。マルチＲＡＴ装置がＡＰリストを有して
いない、または有しているとしても有効でない場合、マルチＲＡＴ装置は、セルラノード
に最新の有効なＡＰリストを要求することができる。
【０１０２】
　登録を要求したＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれる場合、マルチＲＡＴ装置は
、新しく定義されたＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信することができる。このとき、Ａ
Ｐ登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘既に登録’）を含むことができる
。
【０１０３】
　ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれない場合、ステップＳ２３０において、マル
チＲＡＴ装置は、セルラノードにＡＰ登録要求メッセージを送信する。ＡＰ登録要求メッ
セージは、Ｗｉ－Ｆｉスキャニング手順を介して取得したＡＰのＭＡＣアドレス、ＡＰの
ＳＳＩＤ、制限されたユーザのみ使用することができるＡＰであるかどうか（ＣＳＧ／暗
号またはＯＳＧ）、ＡＰの位置、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ及びＡＰが使用する周波数チャネル
に対する情報（動作クラス、チャネル番号等）などのＡＰ情報を含むことができる。セル
ラノードが基地局の場合、ＡＰ登録要求メッセージは、ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージである。セルラノードがＭＭＥの場合、ＡＰ登録要
求メッセージは、ＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）メッセージである。
【０１０４】
　ＡＰ登録要求メッセージをマルチＲＡＴ装置から受信したセルラノードは、ＡＰ登録要
求メッセージ内に含まれているＡＰ情報を格納する。セルラノードは、前記ＡＰ登録要求
メッセージの送信経路によって、該当ＡＰがどのカバレッジ内に属するかを暗示的に知る
ことができる。例えば、セルラノードがＭＭＥの場合、前記ＡＰ登録要求メッセージは、
マルチＲＡＴ装置から前記マルチＲＡＴ装置のサービングセルを提供する基地局に送信さ
れ、ＭＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信することができる。Ｍ
ＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信したため、該当ＡＰが前記基
地局のカバレッジ内にあると判断することができる。
【０１０５】
　ステップＳ２３１において、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答と
してＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録応答メッセージは
、ＡＰの登録要求に対する結果を含む。例えば、結果値が０×００の場合には‘既に登録
’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合に
は‘失敗’を指示する。
【０１０６】
　また、ＡＰ登録応答メッセージは、登録されたＡＰリストを含むことができる。例えば
、登録を要求したＡＰが既に登録されている状態の場合、セルラノードは、マルチＲＡＴ
装置が最新の有効なＡＰリストを有していないと判断することができる。したがって、Ａ
Ｐリストを含むＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信することによって、マ
ルチＲＡＴ装置がＡＰリストをアップデートするようにすることができる。または、セル
ラノードは、登録されたＡＰリストをブロードキャストまたはユニキャスト方式に複数の
マルチＲＡＴ装置に送信することができる。
【０１０７】
　マルチＲＡＴ装置は、ステップＳ２３０で送信したＡＰ登録要求メッセージに対する受
信確認またはステップＳ２３１でセルラノードが送信したＡＰ登録応答メッセージを一定
時間内に受信した場合、ステップＳ２４０において、ＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信
する。ＡＰ登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する応答を指示する。即ち、ＡＰ登録
応答フレームは、ＡＰの登録要求に対する結果及び結果に対する原因を含む。例えば、Ａ
Ｐ登録要求に対する結果値が０×００の場合には‘既に登録’を指示し、結果値が０×０
１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合には‘失敗’を指示する。図８
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の実施例では、ＡＰ登録要求に対する結果が‘成功’を指示する。
【０１０８】
　ＡＰ登録要求結果に対する原因は、主に結果が‘失敗’の場合、それに対する原因を含
むことができる。即ち、結果が‘既に登録’または‘成功’の場合には、ＡＰ登録要求結
果に対する原因は省略され、または無意味な値に設定されることができる。ＡＰ登録要求
結果に対する原因は、‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’、‘Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’、‘
Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’、‘Ｎｏｔ　
ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’、‘Ｎｏｔ　ｒ
ｅｇｉｓｔｅｒｅｄ’のうちいずれか一つである。
【０１０９】
　マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録要求メッセージに対する受信確認またはセルラノードが
送信したＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから受信しない場合、ＡＰ
登録応答フレームをＡＰに送信し、再送信手順を実行することができる。このとき、ＡＰ
登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び結果に対する原因（‘
Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’）を含むこと
ができる。再送信手順を最大再送信回数まで試みたにもかかわらず、ＡＰ登録要求メッセ
ージに対する受信確認またはＡＰ登録応答メッセージを一定時間内にセルラノードから受
信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録応答フレームをＡＰに送信することができ
る。このとき、ＡＰ登録応答フレームは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）及び結
果に対する原因（‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｔｒｙ　ｐｒｏｃ
ｅｄｕｒｅ’）を含むことができる。
【０１１０】
　マルチＲＡＴ装置から結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録応答フレーム
を受信したＡＰは、自分の要求が成功的に完了したと判断することができる。マルチＲＡ
Ｔ装置から結果が‘失敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｓｕｐｐｏｒｔ’、‘
Ｎｏｔ　ｓｕｉｔａｂｌｅ’または‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅ
ｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録応答フレームを受信したＡＰは、他のマル
チＲＡＴ装置にＡＰ登録を再び要求することができる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失
敗’であり、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｔｈ　ｒｅｔｒｙ　
ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ’であるＡＰ登録応答フレームを受信したＡＰは、該当マルチＲＡＴ
装置からの追加的な応答を待つことができる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失敗’であ
り、結果に対する原因が‘Ｎｏｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒｅｄ’であるＡＰ登録応答フレーム
を受信したＡＰは、それ以上ＡＰ登録を要求しない。
【０１１１】
　図１０は、本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。図１０の実施例は、ＡＰが
Ｗｉ－Ｆｉシステムと独立的な新しいメッセージを定義して自分の登録を要求するＡＰ登
録方法を示す。ＡＰが送信するＡＰ登録要求／応答は、Ｗｉ－Ｆｉシステムのフレーム内
にカプセル化（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）されて送信される。
【０１１２】
　ステップＳ３００において、ＡＰは、ＡＰ登録要求を含むカプセル化されたフレームを
マルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録要求は、ＡＰ登録要求メッセージである。ＡＰ登
録要求メッセージは、セルラノードとのプロトコル方式により定義されることができる。
即ち、ＡＰ登録要求メッセージは、ＩＥＥＥ８０２．１１フレームのフレームボディフィ
ールドにカプセル化されて送信されるため、Ｗｉ－Ｆｉシステムのフレームとは独立的に
定義される。ＡＰ登録要求メッセージは、Ｗｉ－Ｆｉスキャニング手順を介して取得した
ＡＰのＭＡＣアドレス、ＡＰのＳＳＩＤ、制限されたユーザのみ使用することができるＡ
Ｐであるかどうか（ＣＳＧ／暗号またはＯＳＧ）、ＡＰの位置、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ及び
ＡＰが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス、チャネル番号等）などのＡＰ
情報を含むことができる。また、ＡＰ登録要求メッセージをカプセル化して含むフレーム
のフレーム制御フィールド内のタイプサブフィールド、サブタイプサブフィールドまたは
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ＭＡＣヘッダ内のアドレスフィールドを利用することによって、該当フレームがセルラノ
ードに送信しなければならないフレームであることをマルチＲＡＴ装置に知らせることが
できる。また、ＡＰ登録要求メッセージは、ＡＰ登録要求失敗による再送信手順実行要求
可否をさらに含むことができる。
【０１１３】
　ステップＳ３１０において、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰから受信したＡＰ登録要求を承
認する。これはマルチＲＡＴ装置がＡＰから受信したフレームをセルラノードに伝達（フ
ォワーディング）することができることを示す。マルチＲＡＴ装置の状態がアイドルモー
ドであり、且つＡＰの登録要求を承認した場合、マルチＲＡＴ装置は、活性モードに切り
替えることができる。
【０１１４】
　もし、マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない場合、マルチＲＡＴ装置は、新し
く定義されたＡＰ登録応答メッセージをカプセル化したフレームをＡＰに送信することが
できる。このとき、ＡＰ登録応答メッセージは、ＡＰ登録要求に対する結果（‘失敗’）
及び失敗の原因を含むことができる。マルチＲＡＴ装置がＡＰ登録要求を承認しない原因
として、マルチＲＡＴ装置がＡＰの要求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓｕ
ｐｐｏｒｔ’）、またはマルチＲＡＴ装置とセルラシステムの状態がＡＰの登録要求を承
認するのに適した状態でなくてＡＰの要求を実行することができない場合（‘Ｎｏｔ　ｓ
ｕｉｔａｂｌｅ’）などがある。このとき、ＡＰは、他のマルチＲＡＴ装置にＡＰ登録を
再び要求することができる。
【０１１５】
　受信されたフレームのフレーム制御フィールド内のタイプサブフィールド、サブタイプ
サブフィールドまたはＭＡＣヘッダ内のアドレスフィールドがセルラノードに送信されな
ければならないフレームであることを指示する場合、ステップＳ３２０において、マルチ
ＲＡＴ装置は、該当フレームのボディに含まれているＡＰ登録要求メッセージをセルラノ
ードに送信する。
【０１１６】
　ＡＰ登録要求メッセージをマルチＲＡＴ装置から受信したセルラノードは、ＡＰ登録要
求メッセージ内に含まれているＡＰ情報を格納する。セルラノードは、前記ＡＰ登録要求
メッセージの送信経路によって、該当ＡＰがどのカバレッジ内に属するかを暗示的に知る
ことができる。例えば、セルラノードがＭＭＥの場合、前記ＡＰ登録要求メッセージは、
マルチＲＡＴ装置から前記マルチＲＡＴ装置のサービングセルを提供する基地局に送信さ
れ、ＭＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信することができる。Ｍ
ＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信したため、該当ＡＰが前記基
地局のカバレッジ内にあると判断することができる。
【０１１７】
　ステップＳ３２１において、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答と
してＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録応答メッセージは
、ＡＰの登録要求に対する結果を含む。例えば、結果値が０×００の場合には‘既に登録
’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合に
は‘失敗’を指示する。また、セルラノードは、ＡＰ登録応答メッセージがＡＰに送信さ
れなければならないメッセージであることをマルチＲＡＴ装置に知らせることができる。
【０１１８】
　受信されたＡＰ登録応答メッセージがＡＰに送信されなければならないメッセージであ
ることを示す場合、ステップＳ３４０において、マルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録応答メッ
セージを含むカプセル化されたフレームをＡＰに送信する。
【０１１９】
　マルチＲＡＴ装置から結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録応答メッセー
ジを含むフレームを受信したＡＰは、自分の要求が成功的に完了したと判断することがで
きる。マルチＲＡＴ装置から結果が‘失敗’であるＡＰ登録応答メッセージを含むフレー
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ムを受信し、または決められた時間内に応答を受信しないＡＰは、同じまたは他のマルチ
ＲＡＴ装置にＡＰ登録を再び要求することができる。
【０１２０】
　以下、本発明の実施例に係る一般装置により開始されるＡＰ登録手順に対して説明する
。
【０１２１】
　図１１は、本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。図１１の実施例は、一般装
置がＷｉ－Ｆｉシステムにアクセスし、それによって、自動的にＡＰ登録を実行する方法
を示す。即ち、一般装置がスキャニングを介してＡＰを発見した場合、一般装置は、該当
ＡＰの登録をセルラノードに要求する。
【０１２２】
　ステップＳ４００において、ＡＰは、ビーコンフレームまたはプローブフレームを送信
する。マルチＲＡＴ装置は、スキャニングを実行することでＡＰが送信するビーコンフレ
ームまたはプローブフレームを感知することができる。マルチＲＡＴ装置の状態がアイド
ルモードの場合、マルチＲＡＴ装置は、活性モードに切り替えることができる。
【０１２３】
　ステップＳ４０１において、マルチＲＡＴ装置は、セルラノードにＡＰ登録要求メッセ
ージを送信することでＡＰの登録を要求する。ＡＰ登録要求メッセージは、Ｗｉ－Ｆｉス
キャニング手順を介して取得したＡＰのＭＡＣアドレス、ＡＰのＳＳＩＤ、制限されたユ
ーザのみ使用することができるＡＰであるかどうか（ＣＳＧ／暗号またはＯＳＧ）、ＡＰ
の位置、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ及びＡＰが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラ
ス、チャネル番号等）などのＡＰ情報を含むことができる。
【０１２４】
　ＡＰ登録要求メッセージをマルチＲＡＴ装置から受信したセルラノードは、ＡＰ登録要
求メッセージ内に含まれているＡＰ情報を格納する。セルラノードは、前記ＡＰ登録要求
メッセージの送信経路によって、該当ＡＰがどのカバレッジ内に属するかを暗示的に知る
ことができる。例えば、セルラノードがＭＭＥの場合、前記ＡＰ登録要求メッセージは、
マルチＲＡＴ装置から前記マルチＲＡＴ装置のサービングセルを提供する基地局に送信さ
れ、ＭＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信することができる。Ｍ
ＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信したため、該当ＡＰが前記基
地局のカバレッジ内にあると判断することができる。
【０１２５】
　ステップＳ４１１において、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答と
してＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録応答メッセージは
、ＡＰの登録要求に対する結果を含む。例えば、結果値が０×００の場合には‘既に登録
’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合に
は‘失敗’を指示する。図１１の実施例では、ＡＰ登録要求に対する結果が‘成功’を指
示する。
【０１２６】
　また、ＡＰ登録応答メッセージは、登録されたＡＰリストを含むことができる。例えば
、登録を要求したＡＰが既に登録されている状態の場合、セルラノードは、マルチＲＡＴ
装置が最新の有効なＡＰリストを有していないと判断することができる。したがって、Ａ
Ｐリストを含むＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信することによって、マ
ルチＲＡＴ装置がＡＰリストをアップデートするようにすることができる。または、セル
ラノードは、登録されたＡＰリストをブロードキャストまたはユニキャスト方式に複数の
マルチＲＡＴ装置に送信することができる。
【０１２７】
　セルラノードから結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録応答メッセージを
一定時間内に受信したマルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録が成功的に完了したと判断すること
ができる。セルラノードから結果が‘失敗’であるＡＰ登録応答メッセージを一定時間内
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に受信したマルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録が失敗したと判断することができる。セルラノ
ードからＡＰ登録応答メッセージを一定時間内に受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、
最大再送信回数まで再送信手順を実行することができる。
【０１２８】
　図１２は、本発明の他の実施例に係るＡＰ登録方法を示す。図１２の実施例は、一般装
置がセルラノードから受けたＡＰリストに基づいてＡＰ登録を実行する方法を示す。一般
装置がセルラノードから受けた最新の有効なＡＰリストを有している場合、一般装置は、
スキャニングを介して発見したＡＰがＡＰリスト内に含まれるかどうかを確認することが
できる。セルラノードから受けた最新の有効なＡＰリストがない場合、一般装置は、セル
ラノードに最新の有効なＡＰリストを要求することができる。一般装置は、該当ＡＰが最
新の有効なＡＰリスト内に含まれない場合にのみセルラノードに該当ＡＰの登録を要求す
ることができる。
【０１２９】
　ステップＳ５００において、ＡＰは、ビーコンフレームまたはプローブフレームを送信
する。マルチＲＡＴ装置は、スキャニングを実行することでＡＰが送信するビーコンフレ
ームまたはプローブフレームを感知することができる。マルチＲＡＴ装置の状態がアイド
ルモードの場合、マルチＲＡＴ装置は、活性モードに切り替えることができる。
【０１３０】
　ステップＳ５１０において、マルチＲＡＴ装置は、セルラノードに最新の有効なＡＰリ
ストを要求することができる。マルチＲＡＴ装置は、マルチＲＡＴ装置がセルラノードか
ら最新の有効なＡＰリストを受けていない場合にのみ最新の有効なＡＰリストを要求する
ことができる。ステップＳ５１１において、セルラノードは、マルチＲＡＴ装置に最新の
有効なＡＰリストを送信する。
【０１３１】
　ステップＳ５２０において、マルチＲＡＴ装置は、スキャニングを介して発見した該当
ＡＰが最新の有効なＡＰリスト内に含まれるかどうかを判断する。即ち、マルチＲＡＴ装
置は、セルラノードがスキャニングを介して発見した該当ＡＰを既に管理しているかどう
かを確認することができる。該当ＡＰが最新の有効なＡＰリストに含まれる場合、マルチ
ＲＡＴ装置は、該当ＡＰの登録を要求しない。
【０１３２】
　該当ＡＰが最新の有効なＡＰリストに含まれない場合、ステップＳ５３０において、マ
ルチＲＡＴ装置は、セルラノードにＡＰ登録要求メッセージを送信することでＡＰの登録
を要求する。ＡＰ登録要求メッセージは、Ｗｉ－Ｆｉスキャニング手順を介して取得した
ＡＰのＭＡＣアドレス、ＡＰのＳＳＩＤ、制限されたユーザのみ使用することができるＡ
Ｐであるかどうか（ＣＳＧ／暗号またはＯＳＧ）、ＡＰの位置、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ及び
ＡＰが使用する周波数チャネルに対する情報（動作クラス、チャネル番号等）などのＡＰ
情報を含むことができる。
【０１３３】
　ＡＰ登録要求メッセージをマルチＲＡＴ装置から受信したセルラノードは、ＡＰ登録要
求メッセージ内に含まれているＡＰ情報を格納する。セルラノードは、前記ＡＰ登録要求
メッセージの送信経路によって、該当ＡＰがどのカバレッジ内に属するかを暗示的に知る
ことができる。例えば、セルラノードがＭＭＥの場合、前記ＡＰ登録要求メッセージは、
マルチＲＡＴ装置から前記マルチＲＡＴ装置のサービングセルを提供する基地局に送信さ
れ、ＭＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信することができる。Ｍ
ＭＥは、前記基地局から前記ＡＰ登録要求メッセージを受信したため、該当ＡＰが前記基
地局のカバレッジ内にあると判断することができる。
【０１３４】
　ステップＳ５３１において、セルラノードは、ＡＰ登録要求メッセージに対する応答と
してＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信する。ＡＰ登録応答メッセージは
、ＡＰの登録要求に対する結果を含む。例えば、結果値が０×００の場合には‘既に登録
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’を指示し、結果値が０×０１の場合には‘成功’を指示し、結果値が０×０２の場合に
は‘失敗’を指示する。図１２の実施例では、ＡＰ登録要求に対する結果が‘成功’を指
示する。
【０１３５】
　また、ＡＰ登録応答メッセージは、登録されたＡＰリストを含むことができる。例えば
、登録を要求したＡＰが既に登録されている状態の場合、セルラノードは、マルチＲＡＴ
装置が最新の有効なＡＰリストを有していないと判断することができる。したがって、Ａ
Ｐリストを含むＡＰ登録応答メッセージをマルチＲＡＴ装置に送信することによって、マ
ルチＲＡＴ装置がＡＰリストをアップデートするようにすることができる。または、セル
ラノードは、登録されたＡＰリストをブロードキャストまたはユニキャスト方式に複数の
マルチＲＡＴ装置に送信することができる。
【０１３６】
　セルラノードから結果が‘既に登録’または‘成功’であるＡＰ登録応答メッセージを
一定時間内に受信したマルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録が成功的に完了したと判断すること
ができる。セルラノードから結果が‘失敗’であるＡＰ登録応答メッセージを一定時間内
に受信したマルチＲＡＴ装置は、ＡＰ登録が失敗したと判断することができる。セルラノ
ードからＡＰ登録応答メッセージを一定時間内に受信しない場合、マルチＲＡＴ装置は、
最大再送信回数まで再送信手順を実行することができる。
【０１３７】
　以下、本発明の実施例に係るセルラノードにより開始されるＡＰ登録手順に対して説明
する。セルラノードにより開始されるＡＰ登録手順は、前述した一般装置により開始され
るＡＰ登録手順に対して追加的に説明されることができる。
【０１３８】
　Ｗｉ－ＦｉアクセスによるＡＰ自動登録の場合、セルラノードから異種ネットワーク情
報要求を受信した一般装置がスキャニングを介してＡＰを発見した場合、一般装置は、該
当ＡＰの登録をセルラノードに要求することができる。セルラノードから受けた最新の有
効なＡＰリストに基づくＡＰ登録の場合、セルラノードから異種ネットワーク情報要求を
受信した一般装置が最新の有効なＡＰリストを有している場合、一般装置は、スキャニン
グを介して発見したＡＰがＡＰリスト内に含まれるかどうかを確認することができる。セ
ルラノードから受けた最新の有効なＡＰリストがない場合、一般装置は、セルラノードに
最新の有効なＡＰリストを要求することができる。一般装置は、該当ＡＰが最新の有効な
ＡＰリスト内に含まれない場合にのみセルラノードに該当ＡＰの登録を要求することがで
きる。または、セルラノードから最新の有効なＡＰリスト及びＡＰ登録フラグが１に設定
されたメッセージを受信した一般装置は、スキャニングを介して発見したＡＰがＡＰリス
ト内に含まれるかどうかを確認することができる。一般装置は、該当ＡＰが最新の有効な
ＡＰリスト内に含まれない場合にのみセルラノードに該当ＡＰの登録を要求することがで
きる。
【０１３９】
　以下、ＡＰ情報アップデート環境設定に対して説明する。
【０１４０】
　セルラノードは、ＡＰの情報に対するアップデート構成をＡＰ登録応答メッセージを介
して知らせることができる。アップデート構成は、アップデート方式を示すことができる
。アップデート方式は、大いに、周期的送信と非周期的送信に区分されることができる。
アップデート方式が周期的送信の場合、セルラノードは、アップデート送信周期などのパ
ラメータをＡＰ登録応答メッセージを介して送信することができる。ＡＰまたはマルチＲ
ＡＴ装置は、変更されたＡＰの情報をセルラノードに周期的に送信することができる。ア
ップデート方式が非周期的送信の場合、ＡＰまたはマルチＲＡＴ装置は、アップデート条
件が満たされる場合にのみ変更されたＡＰの情報をセルラノードに送信することができる
。変更されたＡＰの情報は、ＡＰ情報アップデート要求／応答メッセージを介して送信さ
れることができる。
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【０１４１】
　アップデート条件は、Ｗｉ－Ｆｉシステム情報の変更と関連している。例えば、ＡＰの
ＭＡＣアドレス、ＡＰのＳＳＩＤ、制限されたユーザのみ使用することができるＡＰであ
るかどうか（ＣＳＧ／暗号またはＯＳＧ）、ＡＰのＨＥＳＳＩＤ、ＡＰが使用する周波数
チャネルに対する情報（動作クラス、チャネル番号等）、パワーＯＮ／ＯＦＦ、パワーＯ
Ｎ区間、パワーＯＦＦ区間及びＡＰの位置のうち少なくとも一つが変更される時、アップ
デート条件を満たすことができる。パワーＯＮ／ＯＦＦは、セルラノードに既に登録され
たＡＰのパワーＯＮ／ＯＦＦ状態を知らせるためのパラメータである。例えば、あるＡＰ
がパワーをオフしようとする場合、またはマルチＲＡＴ装置が暗示的または明示的にＡＰ
のパワーがオフされる状況を認知する場合、該当情報がセルラノードにアップデートされ
ることができる。再登録手順は、パワーがオフされたＡＰが再びパワーをオンする時に実
行されることができる。また、ソフトウェアアップグレードなどの理由で一時的にパワー
がオフされた場合、パワーＯＦＦ区間を追加的に知らせることによって、該当ＡＰのパワ
ーが再びオンされる時点をセルラノードが知ることができる。このとき、ＡＰに対する再
登録手順は要求されない。
【０１４２】
　図１３は、本発明の実施例が具現される無線通信システムのブロック図である。
【０１４３】
　一般装置８００は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）８１０、メモリ（ｍｅｍｏｒｙ
）８２０及びＲＦ部（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）８３０を含む。プロ
セッサ８１０は、提案された機能、過程及び／または方法を具現する。無線インターフェ
ースプロトコルの階層は、プロセッサ８１０により具現されることができる。メモリ８２
０は、プロセッサ８１０と連結され、プロセッサ８１０を駆動するための多様な情報を格
納する。ＲＦ部８３０は、プロセッサ８１０と連結され、無線信号を送信及び／または受
信する。
【０１４４】
　ＡＰまたはセルラノード９００は、プロセッサ９１０、メモリ９２０及びＲＦ部９３０
を含む。プロセッサ９１０は、提案された機能、過程及び／または方法を具現する。無線
インターフェースプロトコルの階層は、プロセッサ９１０により具現されることができる
。メモリ９２０は、プロセッサ９１０と連結され、プロセッサ９１０を駆動するための多
様な情報を格納する。ＲＦ部９３０は、プロセッサ９１０と連結され、無線信号を送信及
び／または受信する。
【０１４５】
　プロセッサ８１０、９１０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／または
データ処理装置を含むことができる。メモリ８２０、９２０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎ
ｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッ
シュメモリ、メモリカード、格納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。Ｒ
Ｆ部８３０、９３０は、無線信号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる
。実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は、前述した機能を遂行するモジ
ュール（過程、機能など）で具現されることができる。モジュールは、メモリ８２０、９
２０に格納され、プロセッサ８１０、９１０により実行されることができる。メモリ８２
０、９２０は、プロセッサ８１０、９１０の内部または外部にあり、よく知られた多様な
手段によりプロセッサ８１０、９１０と連結されることができる。
【０１４６】
　前述した例示的なシステムにおいて、方法は、一連のステップまたはブロックで流れ図
に基づいて説明されているが、本発明は、ステップの順序に限定されるものではなく、あ
るステップは、前述と異なるステップと、異なる順序にまたは同時に発生できる。また、
当業者であれば、流れ図に示すステップが排他的でなく、他のステップが含まれ、または
流れ図の一つまたはそれ以上のステップが本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除可能であ
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【図１】
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【図１３】
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